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理
セ
ン
タ
ー
は
、
カ
テ
ゴ
リ

ー
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
化
学

物
質
に
よ
る
生
物
濃
縮
性
予

　　　
　
　
　
　　
　
　

十
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し

た
。
カ
ル
ボ
ン
酸
、
エ
ス
テ

ル
な
ど
、
カ
ア
ゴ
リ
L
m
お

よ
び
V
に
該
当
す
る
化
学
物

質
の
定
義
と
予
測
手
法
を
取

り
ま
と
め
た
。
こ
れ
ま
で
に

公
表
し
た
カ
プ
ゴ
リ
ー
1
、

n
I
A
、
u
I
B
を
含
め
、

無
機
金
属
化
合
物
と
高
分
子

化
合
物
を
除
く
約9
5
%
の
既

存
化
学
物
質の
生
物
濃
精
性

を
評
価
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
っ
た
。
,

カ
プ
ゴ
リ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ

は
、
有
害
性
が
知
ら
れ
て
い

る
化
学
物
質
の
分
子
構
造
の

持
つ
特
徴
か
ら
グ
ル
ー
プ
分

け
(
カプ
ゴ
リ
十
化
)
を
行

い
、
来
試
験
物
質
の
有
害
性

な
ど
を
予
測
す
る
手
法
。
N

I
T
B
は
、
化
学
物
質
の
食

物
連
鎖
に
よ
る
人
体への
蓄

積
岸
考労
る
芝九
で
重
要
な

生
物
濃
縮
性
測
に
つ
い
て

検
討
を
行
っ
て
い
る
。
7
つ

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
う
ち
、
順

と
V
に
つ
い
て
報
告
書
を
取

り
ま
と
め
公
表
し
た
。

カ
ル
ボ
ン
酸
、
ス
ル
ホ
ン
.

酸
、
4
級
ア
ミ
ン
な
ど
の
イ

オ
ン
性
の
官
能
基
を
持つ
物

質
を
、
カ
プ
ゴ
リ
ー
肌
「
イ

オ
ン
性
富
能
義
だ
よ
る
イ
オ

ン
性
相互作用
が
受勲拡
散

に
影
響
を
与
え
る
化
学
物
質

群
」
と
し
て
定
義
。
ま
た
、

パ
ー
フ
ル
オ
ロ
酸
以
外
の
未

試
験
化
学
物
質
は
、
経
験
則

を
用
い
た
定
様的
な
生
物
濃

縮
性
予
測
、
R
e
a
d
ー
&

C
r
o
s
s
(
類
推
)
を
用

い
た
生
物
濃
縮
性
予
測
の
2

つ
の
手
法
で
予
測
で
き
る
と

緒
論
付
け
た
。

力
丁
ゴ
リ
ー
V
「
生
体
内

で
の
代
謝
に
よ
っ
て
排
出
さ

れ
易
く
生
体
内
態
濃
縮
さ
れ

に
く
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

る
化
学
物弼
纂
世
と定
義
し

た
の
は
、
エ
ス
ブ
ル
、
リ
ン

酸
エ
ス
テ
ル
、
ア
ミ
ド
化
合

物
な
ど
生
体
内
で
代
謝
さ
れ

や
す
い
官
能
基
を
持つ
化
学

物
質
。
未
試
験
物
質
は
、
1

0
gP
O
Ŵ
化
学
物
質
の

疎
水
性
を
示
す
値
)
を
記
述

子
と
し
た
予
測
式
を
用
い
た

予
測
、
R
e
a
d
ー
a
c
T

o
s
s
を
用
い
た
予
測
の
2

手
法
で
予
測
で
き
る
。
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